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１．はじめに  

 橋梁では凍結防止剤を含んだ漏水によって引き

起こされる塩害による損傷が非常に多く，供用か

ら 50年近く経過した高速道路橋においても維持管

理の重要性が高まっている．本文では内的・外的要

因による塩害によって早期に補修が必要となった

RC 中空床版橋（図-1）の大規模な断面修復工事後，

再劣化監視を目的として長期間の鉄筋腐食モニタ

リングを実施した事例について，その補修効果検

証について述べるものである． 

２．RC 中空床版橋 劣化要因・補修内容 1)  

 本橋梁は昭和 47 年に工事着手されており，建設

時における除塩不足の海砂使用と凍結防止剤を含

んだジョイント部からの漏水による塩害が主な要

因とされている．その他，縦断勾配 5.0％と漏水が

コンクリート下面を流下しやすい環境，かぶり厚

不足,谷部での乾湿繰返し等，複雑に関係し合った

特異性を有する劣化であった．供用開始 12 年後よ

り鉄筋露出の損傷が確認されたため，部分的な断

面修復工・ライニング工等を施工されたが，主版下

面・側面に多数の浮き・はく離が進行し損傷はさら

に顕著になったため，供用開始 27 年後に大規模な

補修工事を実施した． 

 補修内容は，主版下面 1 段目鉄筋裏までウォー

タージェットはつりによるコンクリート除去を行

い，繊維補強モルタルにて断面修復を実施した．既

存コンクリート中に残った塩化物イオンに起因す

る鉄筋腐食に対して，防錆を目的にコンクリート

はつり面等に亜硝酸リチウム溶液を塗布した． 

３．モニタリング内容  

 図-1 に示す断面修復範囲 5 径間全体で 1 段目及び 2 段目の鉄筋腐食モニタリングのために，埋設電極（写

真-1）をそれぞれ 18 箇所及び 8 箇所，計 26 箇所に設置して，自然電位測定及び分極抵抗測定を実施し，劣化

進行状況の把握を行った．各測定値による評価基準を，表-1 及び表-2 にそれぞれ示す． 
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図-1 RC 中空床版橋断面修復範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 補修断面図  写真-1 埋設電極設置状況 
 
表-1 自然電位による鉄筋腐食評価（ASTM-C876 による） 

  
表-2 分極抵抗による腐食速度の判定基準（CEB による） 
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 測定はモニタリング開始より 2 年間については四季毎に

実施し，以降は数年に 1 回の頻度で 21 年後まで実施した． 

４．モニタリング結果及び考察  

 5 径間のうち下り線 P4-P5 間を除く 4 径間の測定箇所に

おける自然電位の経時変化には同様な傾向が認められた．

代表例として損傷率が 20.3％と最も損傷が著しい径間であ

った下り線 A1-P1 間における測定結果を図-3 に示す．1 段

目鉄筋も 2 段目鉄筋も自然電位は，測定時の温度により変

化しながら経年とともに上昇し，その後は測定箇所によっ

て，一定値に収束するものとわずかではあるが低下するも

のが認められた．しかしながら，21 年後の値はいずれも

『90％以上の確率で腐食なし』と判定される-200mV vs CSE
よりも貴な値を示していることから，測定箇所における鉄

筋腐食は生じていないと判断された． 

 下り線 P4-P5 間における自然電位測定結果を図-4 に，分

極抵抗測定結果を図-5 に示す．掛違いの補修部である本径

間では，補修後 10 年経過頃より自然電位の値は低下傾向を

示し，21 年後には，その一部の測定箇所において自然電位

は『不確定』，分極抵抗は『低～中程度の腐食速度』と判定

される値まで低下していることから，再劣化を起こしてい

る可能性が考えられる．再劣化の要因としては，既存コンク

リート中の塩化物イオンの移動の他に，掛違い部からの漏

水や床版劣化による雨水等の浸入が考えられるが，本橋梁

は補修後 16 年後に床版補修工及び防水工を実施している．

また，現時点では写真-2及び 3に示すように，いずれの断

面修復径間においても床版下面の外観状況からは大きな変

状等は確認されていないが，引き続き当該箇所を中心に経過観察を継続する

必要がある． 

５．あとがき  

 内的及び外的要因による塩害を受け供用開始 27 年後に大規模な断面修復

工事を行った RC 中空床版橋を対象に，既存コンクリート中に残った塩化物

イオンに起因する鉄筋腐食が懸念されたことから，既存コンクリート及び断

面修復材中の鉄筋を対象に，埋設電極を用いて自然電位および分極抵抗を補

修後 21 年間測定した．その結果，補修した 5 径間のうち 1 径間の一部の測

定箇所を除いて再劣化を示す結果は得られていないことから，ウォータージ

ェットによるはつり工と断面修復工の組合せによる補修は亜硝酸リチウム

溶液の塗布とともに内部鉄筋の再劣化を抑制する効果はあるものと評価で

きる．今後は，再劣化の可能性が示唆された箇所を中心に経過観察を継続す

るとともに，必要に応じて実際の鉄筋腐食の有無を確認する必要があると考

えている． 
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  図-3 自然電位測定結果(下 A1-P1) 

  図-4 自然電位測定結果(下 P4-P5) 

  図-5 分極抵抗測定結果(下 P4-P5) 

写真-2 外観状況(下 A1-P1) 

写真-3 外観状況(下 P4-P5) 

3-1-1（1 段目鉄筋） 
3-1-2（2 段目鉄筋） 

2-1（1 段目鉄筋） 

2-2（2 段目鉄筋） 

4-1（1 段目鉄筋） 

VI-383 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-383 -


